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写真                    位置図 

概説 
児島湾干拓の先がけの汐止堤防「宇喜多堤」はやがて四国金毘羅へ通じる、「金比羅往来」

と呼ばれていました。江戸時代後期の絵図には、この往来沿いに軒を連ねる家並みが描かれ、

この往来を中心に町並みが形成されていたことが分かります。また、早島は、この金比羅往

来を始めとして、倉敷道、観音道、山北往来、千間筋など備中南部の主要道が交差し、江戸

期には、既に交通の要衝となっていました。町内には旅人のための宿もあり、金比羅を示す

道標や灯籠が、当時の面影を今日に伝えています。 
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